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患における TRX の免疫調節作用が注目されている. 
アレルギー性疾患の治療ではヒスタミン H1受容体拮抗薬（以下、「抗ヒス























チリジン, 塩酸レボセチリジンは臨床用量以下の濃度で TRX の産生を有
意に増加させた. 






増加した. また, 抗ヒスタミン薬内服によりこの値は低下した. 
TRXに関して） 
非飛散期であっても患者鼻汁中の TRX 量は健常者に比べて少ないこと, 
抗ヒスタミン薬内服後は患者鼻汁中の TRX 量は有意に増加することが確
認された. 
4．考察 
TRXは細胞内の活性酸素種産生を調節することでレドックス制御作用を有
するほか, 免疫調節作用を持つとされている. 
第二世代抗ヒスタミン薬, 特に塩酸フェキソフェナジンや塩酸レボセチ
リジンは、マクロファージなどの炎症細胞から誘導される TRXの産生を増
強しすることで, 酸化ストレスを減少させ, 結果としてアレルギー性炎
症の軽減・症状の緩和に寄与している可能性が示唆された. 
